







イナー ド、 (2004)など)の使用が圧倒的であった。また、コ メン卜 文以外でも 、「名詞+だJr '"- 




に結合し、 1つの統一体を形成して いる。談話の談話ら しさを構成する要素としては、「結
束性J1首尾一貫性Jといった概念が用し1られている。しかし、談話が談話らしくあるため
には、最終部分で、いかにもその談話が終わりを迎えたということが読み手に伝わるとい
ったことも必要である。ここでは、それを談話の 「終結性J という名で 1千ぶことにする。
この終結性について、 lつのがリを見ながら解説する。以下の文章は、 日本語学習者(日本











常生活において頻繁に話題になったj が文章の締めく くりとして、十全な文と言っ てよい
かどう かは意見が分かれるかもしれない。ここでは、1"-話題になった」よりも、 1"-話題
になっているJ1 "-話題になるのであるJ1 "-話題になっていると忠われるJなどのほ うが、
し1かに も lまと まりの文章に区切りがついたという印象を与えるように忠われる。 この場
合は、文末表現によって「終結性j がもたらされたと考えられる。












































永野 (1986) は、文章の書きま|村めの文を、主題「は」の有無を基準として 4分類し、そ
れぞれの文の文法的性質が書き和Jjめの余韻や印象に関係すると述べている。 4分類は、現

































ある。(末 14) (1) 
??』「 ?
この ような場合は、以下の原則に沿って該当する要素の認定・ 抽出を行った。まず、 (3)









第 3文 自について同様の方法で抽出・分類したものを使う。なお、第 3=丈は、 130例中、




表 lに文章末尾の文と 第 3文を主題・主格助詞で分類 したものの数を示す。第 3文は「はj
が比較的多いのに対 して、末尾の文は「はJの省略と主題 ・主格設定不可が多いことがわ
かる。なお、いわゆる 「は~がJ文と「もJiも~がj 文は、 4分類と別のカテゴリーとし
て集計した。
表 1 文章末震の文と第 3文の助詞
末尾文 第 3文
lま 47 (36.15) 64 (49.23) 
は~が 4 (3.07) 5 (3.84) 
カi 23 (17.69) 28 (21.53) 
「は」の省 1塔 25 (19.23) 14 (10.76) 
主題 ・主格設定不可 19 (14.61) 8(6.15) 
も 7 (5.38) 8 (6. 15) 
も~が 2 (1.53) 2 (1.53) 
その他 3 (2.30) 1 (0.76) 
※丸括弧内の数字は、パーセント(小数点第 3位以下切り捨て)
次に、表 2に末尾の文 と第 3文を コメント 文か非コメ ント文かで分類したものの数を示
す。コ メント文については、表 3に出現した文末表現について も挙げる。
表 2 文章末尾の文と第 3文の文末表現からみたタイプ
末尾文 第 3文
コメント文 1109 (83.84) 115 (11.53) 




末尾文 のだ (27)、たし、 (10)、べきだ (9)、と思う (8)、だろう (7)、と考える (6)、
(109例) からだ (3)、L必要だ (3)、求められている (3)、のではないだろうか (2)、
と願う (2)、望ましい (2)、望まれる (2)、から<言いさし> (2)、その他
の形式 (23)









末尾の文は、「では」も含んで 47例 (36.150/0)であり、うち 32例がコメント文、 15例
が非コメント文である。コメント文の文末表現は、「のだJ(11例)と「だろう J(4例)が













次に第 3文を見てみる。こちらは、「ではJiにはJを含んで 64例 (49.230/0) である。
このうち 21例が文末が「た」で終わるものであった。この 21例という数字は、第 3文全
体での「たj の使用が 36例であることを考えると、かなりの割合であると言える。







末尾の文は、 23 f>/IJ (1 7. 69 % )で、数字だけ見ると 28例 (21.530/0) の第 3文とそれほ
ど大きな縞たりはない。しかし、末尾の場合には、文末表現にかなり偏りが見られる。具
体的には、①願望・要求文、②「のだj 文、③名詞述語文、④出現文の 4タイプで 9割以
上を占めている。







(14) Efl塊の世代の「黄金の 10 年」囚はじまろうとしている~o (末 1) 
(15) 日本が安全で繁栄できる環境をつくるため、あらゆる国際関係をバランスよく
活用するの囚外交な包豆長ゑ。(末 9)

















のすべてがここに集i中している。砂)1 (2008) の用語でいうと、以下の (22) の「前項焦








末尾の文は 25例 (19.230/0) で、 l例を|徐いて、すべて「私(に)はJが省1各されてい
ると考えられる。文末は願望動詞や思考動詞が中心である。以下の例のく >の中は、筆
者が省略部分を補ったものである。




(26) < 私は>着床前診断を含めて、他人の妊娠、出産に関する自己決定権は、 I~ 政
において最大限尊重されるべきであると考えます。(末 105)
それに対して、第 3文は全 14例 (10.76%) [こ|コ 6例が「これはj、4例が「私(に)はJ
の省1I各であり、残り 4例は「専門家たちはJI刑務所はJIそれはJr企業はjとなっている。
(27) くこれは>特許権侵害としては日本最高の損害賠償額である。(三 84)
(28) <私は>転職第一世代である o (三 52)
4.5.主題・主格設定不可の文
末尾の文では 19例 (14.610/0)と、第 3文と比較して多い。文末は①「べきだJ(5 15iJ)、




























一方で非コメント文に iヨを向けてみると、末尾の文の 21例 (16.15%) は、以 Fの 2例
を除いてすべてが、「窄l詔十だJI ~なしリ I~ ている J I ~つつある j 、形容詞などの状態性
の文末表現となっていた。 (1) 
(34)彼ら回やがて社会に出て、ぼくらの隣の席に!主ゑ。(末 112) 
(35) 10 月日、道路公団E民営化会社としてスタート比(末側 二 (9) 再掲
そこで、試みに多くの非コメント文を含む第 3文 130例のうち、段落末尾に位置するも
の 25例の文末表現を調べてみたところ、「のだJrまいかJrからだJrと考える」を文末に























(2) I 前項焦点文 J は、砂川 (2005) の定義では、主語名前句が焦点(最も情報官f1î値 が高い官I~
分)となっている I~が~だ j 文のことである 。
(3) I全体焦点文j は、砂)1 (2005) によると、文全体(主語名詞句と述語:f=l詞句)が焦点と
なってい るものである。こ の文の焦点が文全体であると いうこと は、主語名前句と述語名詞
句の一方のみを強めて読む ことができ ないこと から判断される。
(4) I ~ている J と談話終結の関係については、石黒 (2008) にも言及 がある。 ここでは、 100
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